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附録 2－4 ２件法の場合のベイズ的方法 

 

 精神測定関数の２つのパラメタμとσ の事前分布としては、一様分布を採用

する。 
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ここで、μおよびσ は、それぞれ minμ から maxμ 、および minσ から maxσ までの範囲

の 1+μN 個および 1+σN 個の値をとるものとする。すなわち、 

( ) μμμμμμ NiNi ,,1,0,/maxmaxmin L=−×+=  

( ) σσσσσσ NiNi ,,1,0,/maxmaxmin L=−×+=  

である。サンプルプログラムでは、 100== σμ NN となっている。 

 パラメタμおよびσ に対するデータ{ }MM LGLG ,,,, 11 L （簡単に、{ }ii LG , で表

す）の確率は、次式で与えられる。 
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 事後確率は次のようになる。 
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 パラメタの推定値を事後分布の平均値で与えると次のようになる。 
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 パラメタの %100×α 確信区間は、以下のように加重平均として求める。 

 例えば、パラメタμの確信区間 ( )[ ]212 , αα μμ − における端点 21,2; ααμ −=pp  

の値について説明すると、まずμの事後分布 
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を求める。 
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とおき、 pに対して次式を満たす ph を求める。 
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上式に対して次の重み 
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に応じて累積確率 pに対応するμの値 pμ を求める。 
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 パラメタσ の確信区間も、同様にして算出する。 

 

 


